
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご支援のお願い 

当センターの活動に賛同してくださる会員、寄付、 

ボランティアの方を募集しています。 

年会費は次の通りです。ご協力をお願いします。 

 

[年会費]  正会員         10,000円 

賛助・購読会員    3,000 円 

[会員特典]  ① 会報誌「ふふふ」の送付 (年 2回) 

     ② フェアトレード製品  １割引 

      ③ 外国語教室   入学金割引 

[会費振込先] 郵便振替口座  

01730-2-109401 エンパワー福岡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 

 

 

 

 

 

Women’s Empowerment Center Fukuoka  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  女性の人権が尊重され 

 共に生きる地域と 

   世界をめざして活動しています 

 

 

 

 

NPO 法人 女性エンパワーメントセンター福岡 

〒810-0001福岡県福岡市中央区天神 4-9-12光ビル 3D 

TEL/FAX : 092-738-0138 

E-mail : empower_f@ybb.ne.jp 

[ウェブサイト] http://www.geocities.jp/empower_f/ 

    [facebook] https://www.facebook.com/empowerment4women 

[twitter] https://twitter.com/empower4woman 

主なあゆみ HISTORY 

2003年 6月 設立（事務所開設） 

2004年 3月～「アジアの女性に学ぶ外国語教室」 

2005年 4月 ＮＰＯ法人登記 

2005年 7月～シェルターの開設 

2006年 多言語ホットライン開設 

「外国人のための地域交流プロジェクト」（福岡県共働） 

2007年～日本語教室開設（柳川市、田川市等 10教室） 

2007年 8月 フィリピンフォローアップツアー実施 

2007～8年度 多文化子育てサロン・ホットライン等 

移住女性の子育て支援事業実施（医療福祉機構助成） 

2009～10年国際ソロプチミスト「女性と女児のための助成金」 

2011年 12月「カタロウガンロラたちに正義を」上映会 

2011年度 パープルダイヤル（内閣府主催）参加 

2012年 3月福岡県共助社会「地域貢献活動部門賞」表彰 

2～3月 「東日本大震災被災地における女性の 

悩み・暴力(集中)相談事業（内閣府主催）」参加 

3月～現在「よりそいホットライン（厚生労働省モデル事業）」 

女性専門ライン・外国人専門ライン参加 

2012年 4月 事務所移転 

2013年 8月～2014年 3月 

 「ママのためのお仕事講座」（福岡県委託） 

 「地域日本語教育実践プログラム」（文化庁委託） 

  9月～フェアトレード・ネットショップ開店 

〈理事長〉松崎百合子 

（理事）  中村有希子、高山慶子、宮本なつき、佐藤瑞枝 

 

http://www.geocities.jp/empower_f/ 

 

 2003 年 6 月、天神に小さな事務所をかりて、女

性エンパワーメントセンター福岡はスタートしました。 

そして 10年余、アジアの女性に学ぶ外国語教室、

シェルター、多言語ホットライン、日本語教室の開

設、フェアトレードなど、アジアや世界の女性とつながり

ながら活動を拡げてきました。 

女性の人権が尊重され、多様な人々が共に生きる

地域と世界をめざして、これからも歩んでまいります。 

今後ともご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

2014 年 松崎百合子 

＜お知らせ＞よりそいホットライン０１２０－２７９－３３８ 

365 日いつでも無料で相談できます 

外国人専門ライン(音声ガイド ダイヤル２)では、 

毎日 10-22 時に、英語、中国語、韓国語、タイ語、タガログ

語、スペイン語、ポルトガル語などで相談できます。  

主催：社会的包摂サポートセンター（厚生労働省モデル事業） 
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シェルター利用件数のべ113件203人

DV 家族からの暴力 貧困・追立て ストーカー他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ. 国際協力と平和の活動 

◆フェアトレード・自立支援と交流 

フィリピン、タイ、インドネシア、ネパールの女性と子どもたち
の手作り品を展示販売し、自立を支援しています。製品は
事務所、インターネット、バザーにて販売しております。 

 
 

 

 

Ⅰ. 女性への暴力防止と支援 

◆女性と子どものためのシェルター 

夫や家族からの暴力（ＤＶ）など様々な理由で、住居を失っ

た女性と子どもたちのシェルター（一時避難所）を設けていま

す。関係機関と連携し、心身の健康と安全面、生活面、離婚

など法律面から、自立を支援します。 

[利用可能期間] 原則として３ヶ月まで 

[利用料] １日 1500円 （同伴者 100～300円） 

＊利用希望者の方は事務所までご連絡ください 

 

 

  
 

 

Ⅱ. 移住女性の支援   

◆アジアの女性に学ぶ外国語教室  (福岡市後援)  

講師は福岡に住む世界の女性たち。受講者は男性も歓迎です。

天神で、少人数で楽しく学べます。 

言語：中国語、韓国語、英語、タイ語、ロシア語、 

ベトナム語、インドネシア語、スペイン語、ポルトガル語 

※ 受講希望の方はご連絡ください。見学もできます。 

[月謝] グループレッスン ： 月 4回 60分 8,000 円 

個人レッスン ： 月4回60分or月3回80分 14,000円 

[入会金] 5,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インターネット販売は 

「リブラ」でご検索ください 

 

アジアの女性に学ぶ外国語教室の講師と理事 
ち 

●柳川教室 
Tel. 080-5205-4268かわぐち 
所：柳川市総合福祉センター「水の郷」 
●田川教室 
Tel. 090-1160-9922 すえひろ 
所：県立大学生涯福祉研究センター 
●朝倉教室 
Tel. 0946-21-0635 くさの 
所：総合市民センター「ピーポート甘木」 
●うきは教室 
Tel. 090-3010-4010 いさやま 
所：うきは市 男女共同参画センター 
●八女教室 
Tel. 080-2736-3060 くぼた 
所：おりなす八女 
 

●中間教室 
Tel. 090-3604-0354 いしい 
所：中間市 中央公民館 
●宗像教室 
Tel. 080-1760-9461 えんどう 
所：宗像市 市民活動交流館 
●糸島教室 
Tel. 092-332-9166 国際交流協会 
所：糸島市 人権センター 
●行橋教室 
Tel. 090-4350-6420 やまなか 
所：行橋市 中央公民館 
●直方教室 
Tel. 0949-35-3362 おだ 
所：男女共同参画センターえみくる 

② タイ  「バーントーファン」は、 

子どもたちの人身売買防止を目的に

活動。草木染めとヤオ族の刺繍のポ

ーチやバッグなど人気です。 

↓「TJC センター」は、父が日本人の

子どもたちを支援。子どもたちが創る 

ストラップは世界で一つ、可愛いです。 

 

① 

③インドネシア「あくぴり」は、 

バティック（ろうけつ染め）を生かし

たネコの民芸品など文化の高さが

伝わります↓ 

④ネパール「シャクティ・サムハ」は 

人身売買の被害者の団体です。 

寮で生活し自立をめざしています。 

↓さおり織りに励む少女とビーズ作品 

◆多言語 通訳・ 相談・ 同行サポート 
生活や子育て、家族・パートナーからの暴力など、 

母国語で相談や通訳ができます。相談は無料です。 
秘密を守ります。 ☎０９２－７３８－０１３８ 
日本語/中国語/韓国語/英語/ベトナム語/タイ語/ 

インドネシア語/タガログ語/ロシア語//ポルトガル語/ 
スペイン語/ラオス語/マレー語などができます。 

◆日本語教室の開設サポート 
日本で生きる力・日本語を学び、人とのつながりの場 
として、県内 10市に教室を開設しました。 

① フィリピン  「WIN」、は、JFC（父が日本人）

の母親グループ。縫製の技術が抜群です。 

↓エコバッグと バ ナナの繊維で作ったペンケース 

◆戦争と女性への暴力をなくす活動 

アフガニスタンの女性団体ＲＡＷＡのメンバーを迎えての

報告会（2005年、2006年）や、日本軍「慰安婦」性暴力被

害女性との交流など、戦争と女性の暴力をなくす活動を行

っています。 

 

 

 

 

 

2007 年 8 月フィリピンのロラーズセンターを訪問 

日本軍被害者ピラール・フリアスさん（2013年 9月故）と。 

② 

③ 

④ネパール 

 

製品は、直接や、神戸のアジア女性自立プロジェクト

（AWEP）を通して扱っています。AWEPでは毎年生産

者を訪問しさおり織りを導入するなど支援しています。 

2014年ネパールツアーは私たちも参加しました 


